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序論
想像上の肯定的な集団間接触は外集団に対する偏見を低減させるとの仮想

接触仮説（Crisp & Turner, 2009）が提唱されている。これまでの研究によ
ると，外集団のメンバーとの望ましい相互交流をシミュレートすることに
よって外集団に対する偏見は低減し，将来の接触への意欲を高めることがで
きると期待されている。
偏見は異文化間コミュニケーションの阻害要因である。偏見の対象との
交流は自らの偏見が露呈する恐れがあるので回避しようとする（Plant & 

Devine, 2003）ことや，自分の所属集団に対して相手が偏見を持っている
ことを認識すると差別的対応を受けることを恐れて交流に消極的になる
（Tropp, 2006）ことが指摘されている。異文化間コミュニケーションは，文
化背景の異なる相手すなわち外集団とのコミュニケーションによる相互理解
をめざす。それを阻もうとする偏見を低減させる方法を探ることは，この領
域にとって重要課題である。
本論では仮想接触仮説の概要と理論的根拠，さらに研究事例を紹介した上

で，その可能性と今後の課題を論じる。

1．接触仮説
仮想接触仮説は，20世紀半ばに提唱された接触仮説（Allport, 1954）の延
長線上に展開される。まずは起点となる接触仮説の理解が求められる。偏見
とは，ある集団に所属している人が単にその集団に所属しているとの理由だ
けで向けられる否定的な態度である。Allport（1954）は，他の集団に対する
偏見はその集団に対する正確な情報の欠如が主な原因なので，相手と接触す
る機会を増やして真の情報を得ることによって低減するとの接触仮説を提唱
した。しかし，接触回数が多ければ，もしくは接触期間が長ければ効果をも
たらす訳ではない。その接触が偏見を低減させるために必要な条件があり，
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それらは，①地位の対等性（接触する人間同士が対等の関係であること），
②共通目的の追求（競争関係ではなく，共通の目標を追求する協力的関係に
あること），③人間性への認識（互いの人間性の認識を促す接触であること），
④制度的是認（権威ある者が，接触を肯定的なものであると認めていること）
だとされる。
この仮説提起を受けて，民族的外集団に対する偏見を低減させる接触につ

いての膨大な実証研究が行われた。Pettigrew & Tropp（2006）は多数の研
究のメタ分析によって，上記の条件が満たされた集団間接触は偏見の低減に
効果があることを確認した。Amir（1969）は，接触した相手がステレオタ
イプに反する特徴を持っていることが偏見を低減させる前提だと考え，接触
仮説が機能する条件として「反ステレオタイプ的情報」を追加した。また，
当初は所属する集団を極力意識しない個人同士の接触が望ましいと考えられ
たが，Brown & Hewstone（2005）は「典型性」を重要な要素として挙げた。
接触する相手が所属集団を代表する典型的な人物として認識されなければ，
その相手との間にたとえ友情が成立したとしても例外的事例として扱われて
その集団への偏見は低減しないと考えた。
研究者は多様な接触形態を観察し，条件を満たした接触はメンバーの不安

を軽減してグループ間に友情を生み，様々な情動的仲介プロセスを介して機
能することを確認した（Levin et al., 2003; Hodson et al., 2009）。

2．間接接触  
接触仮説の前提は，2つの集団のメンバーが直接接触する機会を持つこと
である。しかしそれが不可能な場合があり，直接接触の限界を超える試みが
模索された。その一つが拡張接触（Wright et al., 1997）である。外集団に対
する偏見の低減は，内集団の他のメンバーが体験した友情を想像すること，
言わば代理的友情によっても生じる可能性があるとの考えである。外集団の
メンバーが内集団のメンバーに対して友好的で肯定的な態度を持つことが観
察されると，集団間の交流に対する期待は上昇する可能性がある。同様に，
内集団のメンバーによる外集団のメンバーに対する寛容な対応に接すると，
それを行動規範とすることで外集団に対してより肯定的な態度が生まれるこ
とも確認された（Wright et al., 1997）
拡張接触に関する研究は，直接接触は集団間の関係改善のための唯一の方
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法ではないことを示す点で重要であった。しかし，それにも限界があった。
世界には，集団間の交流が完全に遮断された場所や集団間の激しい対立が刻
み込まれた歴史を持つ地域があり，そこでは外集団のメンバーと友情を築け
た者が皆無である可能性が高く，拡張接触の成立基盤である代理的友情が存
在しえない。これが厳しい人種隔離政策が行われた地域，あるいは長きにわ
たる民族間紛争に苦しむ人々の現実である。
他のメンバーが体験した友情を知ることによって自己の態度を改善するこ

とができるのならば，その友情が実在しなかったとしても，外集団のメンバー
との友好的な交流を想像することによって外集団への態度を好転させられる
のではないか。この可能性を追求して生まれたのが，仮想接触仮説である。
接触仮説から拡張接触を経て仮想接触仮説へと至る流れは，接触の概念を直
接的なレベルから拡張されたレベル，さらに仮想のレベルへと拡大していく
過程であった。

3．仮想接触仮説 
仮想接触は，「外集団のメンバーとの社会的相互作用のシミュレーション」

と定義される（Crisp & Turner, 2009: 234）。望ましい接触体験のシミュレー
ションは外集団に対する肯定的な感情と認識を生み出し，将来の接触への意
欲を高めると想定される。すなわち，仮想接触は実際の接触のための有効な
最初のステップとして期待される。この期待に加えて，仮想接触は心理的，
物理的かつ経済的メリットも持つ。外集団に対する否定的ステレオタイプの
影響で接触を回避する状況においても，外集団のメンバーが不在の地域でも，
接触のために費用をかけられない環境下でも，仮想接触は可能である。
基本的な仮想接触タスクは，シミュレーションと肯定的トーンという 2つ

の要素から成る。参加者は次のように指示される。「外集団の初対面の人物
に会うことを想像してください。その人物との交流は肯定的で，リラックス
していて，快適であると想像してください。」この指示通りに肯定的な交流
を想像することができた場合に仮想接触は機能することが判明した（Stathi 

& Crisp, 2008）。方向性が示されない交流は否定的トーンを帯びて機能不全
となる危険性があるので，肯定的トーンを保つ配慮が必要である。
仮想接触タスクが首尾よく達成されると効果が生まれるが，不首尾の状態

で外集団のメンバーを想像すると偏見は増幅される可能性があることが示唆
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された（Turner et al., 2007）。肯定的交流を想像することは，仮想接触を機
能させるための必要条件である。

Turner et al. （2007）の一連の実験から，仮想接触仮説研究の実例を示す。
若年の参加者が集められ，実験群は年配の初対面の人物との交流を，対照群
は屋外シーンを想像することを求められた。参加者はそれぞれが想像した内
容を記述した後，年配者あるいは若者との交流のどちらを好むかと尋ねられ
た。対照群は年配者よりも若者の交流を好む傾向があったが，実験群は若者
と年配者の交流を等しく好んだ。実験群の年配者に対する偏見は，仮想接触
によって大幅に減少したことが示される。
次の実験では，ゲイの男性に対して異性愛者が持つ態度に与える影響を調

査した。異性愛者の男子大学生の参加者は，電車内におけるゲイの男性との
会話を想像する実験群と，単独のハイキングを想像する対照群に分けられた。
それに続いて，ゲイの男性に対する評価を行った。評価項目は，ポジティブ
あるいはネガティブ，友好的あるいは敵対的，疑わしいあるいは信頼できる
などであった。それらの評価項目に関して，ゲイの男性の間にはどの程度の
ばらつきがあるかについても回答した。その質問は，「彼らはお互いに似て
いるか」あるいは「彼らには様々なタイプの人々がいるか」である。ゲイの
男性との望ましい交流を想像した参加者は彼らをより肯定的に評価し，ゲイ
の男性には多様性が存在するので個の相違は大きいと判断した。
その後，メキシコのメスティーソ（白人と先住民族との混血）に対するメ

キシコ人の態度（Stathi & Crisp, 2008），イスラム教徒に対する非イスラム
教徒の態度（Husnu & Crisp, 2010），不法移民（Harwood et al., 2010），およ
び亡命希望者に対する英国 10代の青少年の態度（Vezzali, et al., 2013），統合
失調症の人々に対する態度（West et al., 2011）に対して，より肯定的な感情
的および認知的態度を生み出す可能性が示唆された。

 

4．潜在的偏見 
偏見には，意識下で観察できる顕在的（explicit）領域と意識下では把握

できない潜在的（implicit）領域があり，後者については科学的測定が不可
能とされてきた。潜在的偏見は顕在的偏見よりも差別的行動の予兆となり
得る。潜在的偏見は，偏見を持つ外集団のメンバーと対話する際のアイコ
ンタクト，ジェスチャー，および声の音調などの非言語的な側面に露見する 
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（Dovidio et al., 2002: 63）。すなわち，偏見の対象に対してはアイコンタクト
の頻度が低くなり，落ち着きを欠き，冷淡な返事をすると指摘されている。

Greenwald & Banaji（1995）は，個人の社会的行動は潜在的偏見に影響さ
れると主張した。彼らは潜在連合テスト（Implicit Association Test: IAT）を
開発し，コンピュータ・プログラムによって潜在的偏見の強さを評価した。
被験者は，異なる人種的背景を示す顔写真と肯定的または否定的単語を表示
する画面を観察し，人種的背景 Xの顔を見た時には肯定的単語を，人種的
背景 Yの顔を見た時には否定的単語をクリックするように指示される。続
いて関連づけを逆にしてそのプロセスを繰り返す。被験者がより速くクリッ
クすれば，より大きな潜在的関連が存在すると判断される。例として，白人
の顔を見ている時に「幸せ」をクリックすると，その被験者が白人とポジティ
ブな特性の間に密接な潜在的関連を持っていることを意味する。もしクリッ
クの時間が短ければその被験者にとって白人と肯定的特性の関連づけは容易
であり，もし時間が長ければ困難であることを意味する。IATはその後の多
数の実験を経て，潜在的偏見測定の信頼性を高めている。

IATを用いて偏見低減を主張した初期の研究には，イスラム教徒に対す
る偏見についての実験（Greenwald et al., 1998）がある。参加者はイスラム
教徒とのリラックスした前向きで快適な出会いの想像を求められる実験群
と，単にイスラム教徒について考えるように指示される対照群に分けられた。
IATによって，実験群は対照群よりも偏見が少ないことが明らかになった。 
顕在的偏見の測定においては，参加者が実験趣旨を推測して実験者の期
待に沿って反応する可能性を否定できない。しかし IATによる潜在的偏見
の測定は，顕在的偏見の測定と比較してノイズが入り込む余地は低くなる
（Turner & Crisp, 2010）。

5．自己効力感 
偏見を低減させる決定要因は自己効力感だと考えられている。コミュニ
ケーションの領域における自己効力感とは，曖昧，予測不可能，さらにスト
レス要因を含む将来の状況への対処に必要な一連の行動を効果的に取れると
信じること（Bandura & Schunk, 1981: 587）である。それは仮想接触におい
ては，「外集団のメンバーに対して，偏見に基づくと解釈されかねない言動
を避けて効果的に対話する能力への自信」（Crisp & Turner, 2012: 25）と定
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義される。自己効力感は，外集団のメンバーとの接触を試みようとする人々
にとって，その意欲を上昇もしくは低下させる要因として作用する。

Bandura（1986）は，社会的認知学習理論（social cognitive theory）の中
で接触における自己効力感を測定する尺度を開発し，接触においてこの尺度
を使用するための理論的根拠を提供した。
自己効力感は，精神的シミュレーションによって高められることがこれ
までの研究から明らかにされている。Feltz & Riessinger （1990）は，イメー
ジ・プログラムを受けた参加者は，筋肉持久力を測定する課題に際してよ
り高い成績を上げられると考え，実際に優れた結果を発揮したと報告した。
Landau et al. （2002）は，重い物体を持ち上げることを想像した参加者は，
それが可能と信じる割合が高くなったと報告した。 同様に Jones et al. （2002）
は，女性の初心者登山家の自己効力感のレベルを上昇させるイメージを発見
した。
これらから，Stathi et al. （2011）は，接触体験のメンタル・シミュレーショ
ンは接触における自己効力感を上昇させられると結論づけた。実験 1では，
接触の自己効力感尺度（Gudykunst & Nishida（1986））を用いて測定した。
その尺度には，英国のイスラム教徒との相互交流についての自信を測定する
9つの項目が設定された（例：「英国のイスラム教徒と交流するとき」…「彼
らの態度を予測する能力に自信があります」および「彼らのコミュニケーショ
ンの意欲を予測する能力に自信があります」）。その結果は，メンタル・シミュ
レーションによる接触は自己効力感を高め，実際のグループ間相互交流の準
備として機能すると主張した。実験 2と 3では，接触の自己効力感は Fan & 

Mak （1998）の社会的自己効力感測定の修正版を用いて測定された。これは，
相互交流の文脈における自己効力感を測定する尺度である。その尺度は 6つ
の項目で構成され，参加者は将来の英国に居住するイスラム教徒との交流に
ついて考え，次の意見に同意するか否かを問われた。「英国のイスラム教徒
と英国人との会話に共通のトピックがあると感じる。」この実験においても，
接触を想像すると接触の自己効力感が高まると結論づけられた。
これらの研究は，接触を想像することは外集団のメンバーに対する態度を

好転させるだけでなく，グループ間の実際の接触に対する自信を高めること
を示している。
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6．最新研究事例
研究事例が増えると共に，参加者の立場や年齢，外集団として設定される

対象のカテゴリー，参加者と対象者の関係性，そして介入手法における多様
性が増してきている。全体としては仮想接触の効果を示す研究が多いが，限
定的効果，あるいは効果が現れない事例も報告されている。その順番にいく
つかの研究を紹介することによって最新の研究動向を明らかにする。

Stathi et. al. （2014）は，ロンドンの小学校の白人児童を参加者とし，児童
たちは 3週間の期間，週に 1回アジア人の子どもと交流することを想像した
実験群と想像しなかった対照群に分けられた。実験群の児童は対照群と比較
して，より肯定的な態度で集団間の接触に対して意欲を示した。学校教育の
ための偏見低減技術の開発の効果が議論されている。 

Shamloo et. al. （2018）は，写真の情報に基づいてイメージを形成させる
ことによって仮想接触を実施した。イタリア語を母語とする 127名の北イタ
リアの大学生を参加者として，研究 1では白い手が黒い手に触れている写真
（集団外物理的接触状態）と屋外シーンの写真が用意され，参加者はどちら
かを想像することを求められた。結果は，物理的接触状態を想像した参加者
は集団間の偏見を低減させた。研究 2では，参加者は白い手が別の白い手に
触れている写真（集団内物理的接触状態）を見て想像を求められた。分析の
結果，集団外物理的接触は集団内物理的接触よりも集団間の偏見を低減させ
ることが明らかになった。
仮想接触は，人間性の認識に望ましい影響を与える可能性がある。Falvo 

et. al. （2015）は，ホームレスの人々への人間性に対する認識を改善する手
段として仮想接触を検討した。80名の大学生の参加者は，初対面のホーム
レスの人物との良好な交流を想像する実験群と風景を想像する対照群に分け
られた。実験群には「あなたはそのホームレスに，楽しく，興味深く，予期
しなかった面があることに気づく」と伝え，対照群には「その風景の特徴を
想像する」ように指示した。人間性の認識は，独自性特性と非独自性特性を
用いて評価した。その結果，実験群は対照群よりも独自性特性において明確
に優れており，仮想接触の効果が確認された。

Razpurker‐Apfeld & Shamoa‐Nir （2020）は，イスラエル内の 2つの集団，
すなわち多数派のユダヤ人と少数派のアラブ系イスラム教徒の間で，仮想接
触が集団間の不安と偏見に及ぼす影響を調べた。128人のユダヤ人と 128人
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のアラブ系イスラム教徒の参加者は，外集団のカジュアルな服装の人物（弱
い識別）または宗教的衣装を身に着けている人物（強い識別）とのカフェテ
リアにおける楽しい会話（カフェテリア条件），またはその人物の楽しいハ
イキング（ハイキング条件）を想像した。その後，参加者は集団間の不安と
偏見に関する質問票に記入した。ハイキング条件のユダヤ人参加者は，強い
識別の外集団の人物を想像した後で高い集団間不安を示したが，それはカ
フェテリア条件での想像の後に解消された。またユダヤ人参加者は，弱い識
別の人物と比較して強い識別の人物を想像した後でより多くの偏見を報告し
た。一方，アラブ系イスラム教徒の参加者については想像の効果は見られな
かった。仮想接触において外集団の人物の特徴を考慮することの重要性が主
張される。 
堀川と岡（2017）は，レズビアンを外集団とした場合に仮想接触の効果が

見られるかを検討した。女性異性愛者の参加者を，初対面の女性同性愛者と
の接触を想像する実験群と一般女性との接触を想像する対照群に振り分け
た。実験群は対照群に比べて集団間不安尺度得点は低かったが，不安感を測
るために設置させた 2脚の椅子の距離には条件間差は見られなかった。
梅村（2018）は，大学生と大学院生を対象に，仮想接触は外国人に対する

イメージと行動に如何なる影響を与えるかを調査した。その結果，外国人に
対するイメージが低くかつ接触経験が乏しい参加者には効果をもたらすもの
の，イメージが高く接触経験が豊富な参加者には効果を与えにくいとの結論
に至った。仮想接触は偏見の抑制に向けた第一段階であると指摘してきた従
来の見解を支持する結果である。

Firat & Ataca （2020）は，これまでの研究から明らかになった矛盾を解決
するために，トルコ人の大学生を参加者としてクルド人とシリア人に対する
顕在的および潜在的な偏見に対する仮想接触の効果を調査した。しかし，対
象に対する偏見の緩和効果は示されなかった。仮想接触は如何なる条件で機
能するかについて今後の研究が必要だとされる。

Burrell （2015）は，バイセクシュアルの男性は異性愛者と同性愛者の両方
からの偏見に直面し，彼らが受ける否定的な態度はストレスとしてうつ病や
自殺のリスクを増加させると考え，仮想接触による偏見低減を試みた。参加
者は，アメリカ，ジョージア州の 51名の大学生（女性 65％，男性 35％，50

名は異性愛者，1名がバイセクシュアル）で，彼らは第三者の視点から初対
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面のバイセクシュアル男性に会うことを想像する実験群，または自然の場面
を想像する対照群に割り当てられた。参加者は次に，集団間の不安，外集団
への評価，態度，将来の接触意欲について報告した。結果は，どの領域にお
いても実験群と対照群の間に有意差は生じなかった。ただし，仮想接触の効
果は参加者の性別によって異なった。対照群では男性よりも女性の方が外集
団に対する評価は良好だったが，実験群では性差は現れなかった。この結果
は，性別は性的指向に関する偏見に影響することを示している。
これまで見てきた最新の接触仮説研究事例の抜粋から示唆されるのは，内

集団と外集団の間に深い対立がある場合，または外集団に対する憎悪の感情
の中で生きてきた者には効果が現れにくいことである。また，参加者をマジョ
リティとマイノリティの双方から設定する場合，後者にとっての仮想接触の
効果は限定的である可能性が高い。

結論
現代社会において偏見の問題は社会的かつ科学的関心の中心を占めており

（Ferguson,et.al. 2019），それは最大の難問の一つである。人種，宗教，ジェ
ンダー，性的自認，信条，経済状況が異なる者に対する偏見を火種として生
まれる差別の問題は，収束する気配を見せないどころか世界を覆い混迷の度
を深めている。偏見は正しい知識の欠如から生まれるが情動的側面も強いた
めに，反証する事実に接するだけでは低減されにくい。望ましい接触体験を
シミュレートすることによって肯定的な感情を生み出すと考えられる仮想接
触仮説には，認知面だけに焦点を当てるアプローチ以上の成果が期待される。
異なる人種への偏見の場合，一般的日本人が置かれている環境では直接的接
触の機会を得る者は極めて限定的であることから，仮想接触仮説は我が国に
おいても有効なアプローチとして期待される。
その一方で，これまでの研究事例を精査すると検討されるべき今後の課題

も浮かび上がる。それらは以下の 4点に集約される。
（1）外集団に関する知識の供給
接触が困難な状況において仮想接触は有効とされる，そうした状況におい

ては想像する側に外集団のメンバーについての知識が存在しない場合もあり
得る。一定の知識に基づかなければリアリティのある肯定的接触を想像する
ことはできないだろうし，不正確な情報は偏見を強化することになりかねな
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い。しかしこれまでの研究の多くは，外集団についての正確な情報をどのよ
うに供給するかに関して考慮していない。
（2）想像内容の吟味
参加者は肯定的交流を想像するように指示されるだけで，想像は各自に委

ねられている。参加者によって想像内容は異なるはずだが，その内容は吟味
されない。個々が想像する接触の肯定的度合いには差があり，その差は偏見
の低減に影響を与えるはずだ。そこで，参加者が想像した交流内容を記述さ
せ，それを分析して参加者を肯定度強と肯定度弱の 2つのグループに分ける。
前者の偏見が低減する割合がより高ければ，仮想接触の有効性をより主張で
きるだろう。
（3）想像のシステム化
仮想接触はメンタル・トレーニングの一種だと考えられる。それは自己の

精神状態をコントロールしていかなる状況でも高いパフォーマンスを引き出
すことをめざす訓練である。それは心理学を基盤にシステム化されているが，
仮想接触仮説の研究においては，望ましい接触を想像せよとの指示が与えら
れるだけで，想像の仕方は参加者各自に任されてきた。想像を最適化するた
めには仮想接触においてもシステム化，すなわち適切な手順の詳細を策定す
る必要があるだろう。
（4）効果の持続性
効果の継続期間，長期継続のための条件，実際の接触が実現するに至った

か否かが示されていない。まずは遅延テストの実施により，効果の持続性の
検討が求められる。
文化的同質性が高いと言われてきた日本人に異質性との対峙が求められて

いる。信条，体験，理想を共有しない者同士が出会う時に偏見が生まれやす
い。その結果として生じる誤解や不信感は摩擦や対立へと発展する。異文化
間コミュニケーション研究にとっては，これまで明らかになった仮想接触仮
説の問題点を踏まえつつ，その可能性を追求することが喫緊の課題である。
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